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巻 頁 章番号 訂正箇所 誤 正

上 ５ 1.1.3 上から10行目
COSTITUTION OF THE WORLD HEALTH

ORGANIZATION

CONSTITUTION OF THE WORLD HEALTH

ORGANIZATION

上 19 1.3.2
側注

※水質基準

・・・，厚生省令で定められ，その後7回改正

され，現行の基準は平成22年4月から施

行。・・・

・・・，厚生省令で定められ，その後数回改正

され，現行の基準は令和2年4月から施

行。・・・

上 218 3.6.1
表3-6-1(4)

設備の分類の列
消防活動上必要な施設 消火活動上必要な施設

上 260 3.7.1
表3-7-1(7)

区分の行
中央管理方式の空調気和設備 中央管理方式の空気調和設備

中 37 4.3.1 表4-3-1(5)

中 38 4.3.1 表4-3-1(6)

中 38 4.3.1 表4-3-1(7)

中 39 4.3.1 表4-3-1(8)

中 501 6.8.2 上から2～6行目

　便器は，JIS  A  5207の改正により，洗浄水量

を節水することができる大便器は，節水型大便

器と定義していた。しかしながら，近年，各製

造業者の大便器の多くが節水形であることか

ら，2019年の改正では洗浄水量の区分名称から

「節水」の文字を削除している。洗浄水量に

よって，表6-8-2（2）に示すⅠ形（8.5L以

下），Ⅱ形（6.5L以下）に区分されている。

　大便器の洗浄水量は，JIS A 5207 により，表

6-8-2(2)に示すI形（8.5L以下），II形（6.5L以

下）に区分されている。2022年の改正では，大

便器の区分のII形を「節水形」としている。

中 502 6.8.2
下から11～6行

目

　なお，小便器は，JIS  A  5207において節水形

の区分はないが，エコマーク認定基準（便器な

どの衛生器具，2016年１月制定）では，小便器

の場合，使用状況に応じて，洗浄水量が2L/回

以下（ただし，小便器用流量制御付自動洗浄装

置で，手動式フラッシュバルブへの後付けタイ

プもしくは交換タイプの場合は，洗浄水量が

4L/回以下）に自動調整されるモードを有して

いることと定められている。

３）洗浄水量

　小便器の洗浄水量は，JIS A 5207の2022年の

改正により，表6-8-2(3)に示すI形（4.0L以

下），II形（2.0L以下）が新設され，I形，II形と

もに「節水形」としている。

中 550 6.11.2 図6-11-2(1)

下 5 7.1
図7-1(1)

頁中央左

表6-8-2（3）小便器の洗浄水量区分

区分 洗浄水量

Ⅰ形 4.0L 以下

Ⅱ形 2.0L 以下

注記　専用洗浄弁式の洗浄水量は，

JIS規定の方法で測定したとき，上記

水量でなければならない。

　なお，洗浄弁式は，製造業者公称

水量にて区分を判定する。
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下 92 7.5.2

側注

※一般廃棄物最

終処分場

一般廃棄物の埋立処分は，管理型最終処分場に

埋立てなければならない。埋立物の分解した汚

水等が地下水や公共水域の汚染を生じない対策

が講じられている。

一般廃棄物の埋立処分は，一般廃棄物最終処分

場に埋立てなければならない。埋立物の分解し

た汚水等が地下水や公共水域の汚染を生じない

対策が講じられている。なお，基本的にすべ

て，産業廃棄物の管理型最終処分場と同程度の

基準が適用される。

下 150 7.7.3 図7-7-3(2)

※正（矢印のズレ修正）
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